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1. は じ め に

筆者らは,半溶融状態における素材の特性を利用した

複合材料の製造および加工プロセスの開発について一連

の研究を行っている.1),2)

本報では,半溶融撹拝法を適用し半溶融あるいは溶融

状態に加熟した素材にセラミック粒子を無添加または添

加する条件で,機械的に強獲拝しつつ冷却することによ

り金属 (合金)粉末を製造し,粉末化の過程ならびにそ

の粉末の性状等について検討した結果を報告する.

2.本プロセスの特徴

本研究で開発した半音容融撹拝法による粉末製造プロセ

スの内容および特徴は次のとおりである.

(1) 半溶融状態に加熱した素材 (この場合,固液共

存領域の広い合金)を機械的に捜拝しつつ,かつ一定の

速度で冷却することにより粉末化するプロセス.

(2) 半溶融状態に加熱した素材 (この場合,固液共

存領域の広い合金)あるいは溶融状態に加熟した素材(こ

の場合,純金属あるいは固液共存領域の狭い合金)を機

械的に捷拝しつつセラミック粒子を添加し,かつ一定の

速度で冷却することにより,全体をマ トリックスとセラ

ミックの粒子の混合状態に移行させるプロセス.さらに

その混合粉末をマ トリックス粉とセラミック粒子とに分

離するプロセス.

本研究で検討した半溶融撹拝法の概要を図 1に示す.

3.実験方法および条件

粉末製造の実験条件をまとめて表 1に示す.本実験で

得られた粉末のうち,アルミ合金粉末は半溶融状態に加

熟した素材を横枠しつつ冷却して作成した.アルミ合金

を除く金属 (合金)粉末は,液相線直上の温度に加熱し

た溶融状態の素材にセラミック粒子を添加し,撹拝しつ

つ冷却して作成した.とくに,生成する粉末の粒度分布

に及ぼす渡拝速度の影響を検討するためにモーターに連

動する撹拝用回転羽根を使用し,その他の場合について

は按押棒を使用して手動で擾拝した.またセラミック粒

子を添加して製造された一部の粉末について,一旦,セ

ラミック粒子をふるい分けにより分離後,所定量のアル

表1 実験条件一覧表

図1 金属 (合金)粉末の半溶融擾拝製造プロセス概念図
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素 由 純アルミ

アルミ合金:A2011,A5056,A5083
A6061,A6063,A7075

黄銅 :Cu-35%Zn
純鉄, 炭素鋼:S45C
球状黒鉛鋳鉄:FCD70
ステンレス鋼:SUS304, 鉛

セラミック 材質ニアルミナrWA:♯1500)
粒子 添加量:10-20wt.0/a
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